
ご協力頂いている皆様へ

調査２「顕微鏡で撮影した細胞像」を配信させて頂きます。

選択肢より推定病変をお答えください。

以下のURLよりアクセスして頂き、回答の入力をお願い申

し上げます。

アンケート回答用URL

http://start30.cubequery.jp/ans-0341249c

http://start30.cubequery.jp/ans-0341249c


設問4 症例１

症例1の推定診断として正しいものを選んでください。
症例30歳代 子宮膣部頸部LBC標本
パパニコロウ染色

NILM
ASC-US
ASC-H
CIN1/LSIL
CIN2/HSIL
CIN3/HSIL (Severe dysplasia)
HSIL(CIS)
SCC











設問5 症例2

症例2の推定診断として正しいものを選んでください。
症例40歳代 子宮膣部頸部LBC標本
パパニコロウ染色

NILM
ASC-US
ASC-H
CIN1/LSIL
CIN2/HSIL
CIN3/HSIL (Severe dysplasia)
HSIL(CIS)
SCC



設問5 症例2



設問5 症例2





設問5 症例2



設問6 症例3

症例3の推定診断として正しいものを選んでください。
症例70歳代男性 左肺上葉擦過標本
パパニコロウ染色

No malignant cells
Squamous cell carcinoma
Adenocarcinoma
Small cell carcinoma
Malignant lymphoma
Metastatic adenocarcinoma



設問6 症例3



設問6 症例3



設問6 症例3



設問6 症例3



設問7 症例4

症例4の推定診断として正しいものを選んでください。
症例60歳代女性 左肺下葉擦過標本
パパニコロウ染色
既往歴：直腸癌

No malignant cells
Squamous cell carcinoma
Adenocarcinoma
Small cell carcinoma
Malignant lymphoma
Metastatic adenocarcinoma



設問7 症例4
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設問7 症例4



設問7 症例4



設問8 症例5

症例5の推定診断として正しいものを選んでください。
症例70歳代女性 甲状腺左葉腫瘤穿刺吸引標本
パパニコロウ染色、ギムザ染色

No malignant cells
Adenomatous nodule
Papillary carcinoma
Medullary carcinoma
Follicular tumor



設問8 症例5
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設問8 症例5



設問8 症例5

ギムザ染色



設問9 症例6

症例6の推定診断として正しいものを選んでください。
症例70歳代女性 右乳房腫瘤穿刺吸引標本
パパニコロウ染色、ギムザ染色

No malignant cells
Fibroadenoma
Intraductal papilloma
Invasive ductal carcinoma
Ductal carcinoma in situ



設問9 症例6



設問9 症例6
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設問9 症例6 ギムザ染色



設問10 症例7

症例7の推定診断として正しいものを選んでください。
症例70歳代女性 洗浄腹水標本
パパニコロウ染色、Diff-qick染色、PAS反応

No malignant cells
Reactive mesothelial cells
Malignant mesothelioma
Disseminated adenocarcinoma
Malignant lymphoma



設問10 症例7
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設問10 症例7
Diff-qick染色



設問10 症例7
PAS反応



設問11 症例8

症例8の推定診断として正しいものを選んでください。
症例20歳代女性 左頚部リンパ節穿刺吸引標本
パパニコロウ染色、ギムザ染色

No malignant cells
Reactive lymphoid hyperplasia
Necrotizing lymphadenitis
Malignant lymphoma
Metastatic adenocarcinoma



設問11 症例8
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設問11 症例8



設問11 症例8



設問12 症例9

症例9の推定診断として正しいものを選んでください。
症例70歳代男性 自然尿LBC標本
パパニコロウ染色

Negative for malignancy
Atypical cells
Suspicious for malignancy
Malignant LGUC
Malignant HGUC
Small cell carcinoma



設問12 症例9
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設問13 症例10

症例10の推定診断として正しいものを選んでください。
症例70歳代男性 膵尾部腫瘤EUS-FNA標本
パパニコロウ染色

No malignant cells
Invasive ductal carcinoma
p-Neuroendocrine tumor (pNET)
Anaplastic carcinoma
Malignant lymphoma



設問13 症例10
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お礼

ご多忙中、アンケート調査にご協力くださり誠にありがとうございま
した。
WSI画像による調査では、スクリーニング作業も加わり、多大なるご
負担をお掛けしたことをお詫び申し上げます。WSI画像でスクリーニン
グ業務を行う事の適否を判断する目的でもありましたのでご理解ご容赦
頂ければ幸いです。
皆様からのご回答やご意見の結果を、第61回日本臨床細胞学会春期大
会WEB開催で報告致します。また、学会期間中に集計結果を公開します
ので、アンケートURLからご確認をお願い申し上げます。
なお、施設名称や個人名の回答を設けておりませんので、これらの公
表は一切ないことを合わせて申し添えます。
最後に、改めまして本調査へのご協力に感謝申し上げます。今回の調
査結果がデジタルサイトロジー発展の一助となることを願っています。
今後共ご指導よろしくお願い申し上げます。

広島大学病院病理診断科
石田克成 拝
ishidak@hiroshima-u.ac.jp


